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平成 24年 3月 30日 

各  位 

会 社 名 株式会社学究社 

代表者名 取締役兼代表執行役社長 河端 真一 

（コード番号：9769） 

問合せ先 常務執行役兼管理本部長 平井 芳明 

（電話：03-5339-1211） 

営業譲受けに関するお知らせ 

当社は、平成 24年 1月 20日付「営業譲受けの基本合意に関するお知らせ」及び平成 24年 2月 29

日付「営業譲受けの延期に関するお知らせ」の開示をしておりましたが、この度、平成 24年 3月 30

日開催の臨時取締役会において、平成 24 年 4 月 2 日をもって松岡満喜子氏が運営する教育事業（新

宿セミナー及び新宿美術学院）に関する名称及び営業権を譲り受けることを決議いたしましたので、

下記の通りお知らせいたします。 

記 

１． 営業譲受けの理由 

新宿セミナーは創立昭和 41年、聖路加看護大学、東京慈恵会医科大学、東京女子医科大学など

医療系大学の看護学部で定員の過半数を占める合格実績を有する看護医療系入試専門予備校です。

また、新宿美術学院は創立昭和 45 年、昨年度は東京藝術大学に全国一位の 57 名、武蔵野美術大

学に 251 名、多摩美術大学に 285 名の合格者を輩出した美術系大学受験の名門予備校です。2 校

とも松岡満喜子氏の個人経営の予備校です。 

従来より当社では「もうひとつの決算書」として合格実績シェアを重視し、経営する進学塾 ena

においても多くの難関校で過半数を超える合格実績をいただいてきました。新宿セミナー及び新

宿美術学院においても抜群の合格実績があり、シナジー効果が発揮できるものと考えております。

また、enaの卒業生は直接当該 2校の潜在的な顧客でもあります。さらに、新宿という立地はその

後背地が ena 100校が位置する地域でもありますので、チラシ等の宣伝手段におけるシナジー効果

があります。このような考え方から、営業譲受けにより当社グループの企業価値向上に繋がると

判断いたしました。 

 

２． 営業譲受けの内容 

(１)譲受け事業の内容 

松岡満喜子氏が運営する教育事業（新宿セミナー及び新宿美術学院）に関する名称及び営業

権並びに営業上の有形固定資産及び無形固定資産 
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(２)譲受け事業の経営成績 

  新宿セミナー                      （単位：千円） 

 平成21年12月期 平成22年12月期 平成23年12月期 

売 上 高 694,187 793,355 769,673 

新宿美術学院                      （単位：千円） 

 平成21年12月期 平成22年12月期 平成23年12月期 

売 上 高 578,394 512,451 496,414 

（注1） 上記の売上高は、未監査の財務数値です。 

（注2） 松岡満喜子氏が運営する事業部門の一部を譲り受けるものであり、営業費用等の正確

な切り分けは困難であるため、売上高のみ記載しております。 

 

(３)譲受け資産、負債の項目及び金額              

譲受け資産は、営業上必要な有形固定資産及び無形固定資産であり、直近貸借対照表上の金

額で引き継がれ、負債は承継いたしません。また、譲受け資産の金額は現在精査中であり、明

らかになり次第お知らせいたします。 

   

(４)譲受け価額及び決済方法 

譲受け価額 当事者間の取り決めにより非公表とさせていただきます。 

決 済 方 法 現金決済 

 

３．相手先の概要 

（１） 名 称 新宿セミナー 新宿美術学院 

（２） 本 社 所 在 地 東京都新宿区新宿 2-8-5 東京都新宿区新宿 2-8-5 

（３） 代 表 者 の 氏 名 松岡満喜子 松岡満喜子 

（４） 事 業 内 容 
大学受験・看護医療系受

験指導等 
芸大・美大受験指導等 

（５） 設 立 年 月 日 昭和 41年 4月 昭和 45年 4月 

（６） 
当社との

関 係 等 

資 本 関 係 該当事項はありません。 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 該当事項はありません。 

関連当事者へ 

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 該当事項はありません。 
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４．日程 

臨 時 取 締 役 会 

営業譲受け契約締結 

平成 24年 3月 30日 

平成 24年 4月 1日 

譲 受 け 期 日 平成 24年 4月 2日 

 

５．会計処理の概要 

本営業譲受けにより、のれんが発生することが見込まれます。のれんは今後一定期間内に償却す

る予定です。 

 

６．今後の見通し 

本件に伴う当期の連結業績への影響は軽微であると予想しておりますが、今後の業績に与える重

要な影響が見込まれる場合には、別途速やかに開示いたします。 

以 上 


